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８月６日（土） 矢筈公園夏祭り８月６日（土）　矢筈公園夏祭り
26回目を迎えた氏乗区民手づくりの夏イベントですが、　26回目を迎えた氏乗区民手づくりの夏イベントですが、

今年も光と音が、矢筈ダム湖に輝きました。今年も光と音が、矢筈ダム湖に輝きました。
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平成21年に行なわれた大規模災害医療救護訓練

　

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
早
く
も
五
ヶ
月
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
発
生

し
た
大
津
波
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
は

原
子
炉
の
安
定
化
が
進
め
ら
れ
る

一
方
、
飛
散
し
た
放
射
性
物
質
に

よ
る
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
区
の
状
況
が
分
か
る
に

つ
れ
、
人
的
被
害
の
小
さ
か
っ
た

地
域
で
は
、
災
害
に
備
え
た
訓
練

が
充
実
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
住
民
の
支
え
合
い
が
そ
の
後
の

復
旧
に
向
け
て
も
大
変
重
要
で
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
当
地
域
で
も
想
定
さ
れ

て
い
る
東
海
沖
地
震
な
ど
に
備
え
、

　

現
在
、
村
で
は
火
災
発
生
や
大

雨
警
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
同

報
無
線
や
く
り
ん
ネ
ッ
ト
な
ど
の

音
声
放
送
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
に
加
え
、
九
月
か

ら
は
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
に
よ
る
地
震
予

告
な
ど
の
情
報
も
、
く
り
ん
ネ
ッ

ト
を
通
じ
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
試
験
放

送
を
八
月
中
に
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

の
十
二
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
お
伝
え
し

緊
急
時
の

情
報
伝
達
手
段

報
」
の
字
幕
が
赤
色
に
変
わ
り
、

緊
急
情
報
が
更
新
し
た
こ
と
を
お

伝
え
し
ま
す
。
緊
急
性
の
高
い
情

報
の
場
合
は
画
面
全
体
に
緊
急
情

報
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
村
か
ら
の
情
報
に
加

え
、
緊
急
時
に
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
か
ら
の
情
報
が
大
変
重
要
に
な

り
ま
す
。
特
に
停
電
時
で
も
利
用

で
き
る
携
帯
ラ
ジ
オ
は
緊
急
時
の

必
需
品
で
す
の
で
、
各
ご
家
庭
で

準
備
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

村
で
は
喬
木
村
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
の
堰
下
浄
化
セ
ン
タ
ー

か
ら
発
生
す
る
脱
水
汚
泥
に
つ
い

て
放
射
能
測
定
を
行
い
ま
し
た
。

測
定
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◇
測
定
機
関　

日
立
協
和
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

◇
検　

体　

脱
水
汚
泥

◇
採
取
日　

平
成　

年
７
月
７
日

２３

◇
検
査
日　

平
成　

年
７
月　

日

２３

１９

て
い
る
い
ち

ご
チ
ャ
ン
ネ

ル
も
、
緊
急

情
報
が
入
る

と
「
新
着
情

下
水
道
の
脱
水
汚
泥

放
射
能
測
定
を

行
い
ま
し
た

◇
測
定
方
法　

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半

導
体
検
出
器
を
用
い
た
γ
線
ス

ペ
ク
ト
リ
ー
に
よ
る
核
種
分
析

法
（
検
出
下
限
値　
　

／

�
）

１０
Bq

不検出放射性ヨウ素-131 (Bq/� )

不検出放射性セシウム-134 (Bq/� )

不検出放射性セシウム-137 (Bq/� )

※脱水汚泥とは…
処理場へ流れ着いた下水をろ過し、
水分を絞ることにより発生する固形
物質です。

毎
年
、
各
区
を

中
心
に
防
災
訓

練
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災

の
教
訓
か
ら
、

今
年
度
は
村
全

体
で
防
災
訓
練

に
取
り
組
む
計

画
を
立
て
九
月

四
日（
日
）に
実

施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ご
家
族
全
員
で

訓
練
に
参
加
い

た
だ
き
、
地
域

の
連
携
を
深
め

て
く
だ
さ
い
。
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安否確認訓練が終了したら、各自治会で計画した訓練に参加しましょう

大規模災害の発生に備えて
9999999999月月月月月月月月月月4444444444日日日日日日日日日日9月4日（（（（（（（（（（日日日日日日日日日日））））））））））（日）ははははははははははは総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓練練練練練練練練練練総合防災訓練ににににににににににに参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加参加ししししししししししままままままままままししししししししししょょょょょょょょょょうううううううううう！！！！！！！！！！しましょう！
　３月１１日午後２時４６分に発生した東日本大震災は、死者行方不明者が２万人を越える未曾有の大災害となり

ました。私たちの住むこの地域も、東海地震の指定強化地域に指定されてから３０余年が経過しています。

　また直下型である伊那谷断層帯地震が起きた場合は最大で震度７の地震が起こると想定されており、この地

域でもいつ大規模地震が発生するかわからない状況です。

　人的被害を最小限にするためには、顔見知りの隣近所の皆さんが集まって、お互いに協力し合うことが大切

です。昨年までは各区・自治会ごとに防災訓練を行ってきましたが、本年は村全体で総合的な防災訓練を計画

しました。９月４日（日）に大規模な地震が発生したと想定し、自分や家族の安全確保、各組合ごと決められた

避難場所へ集合、組合の皆さんの安否確認、安全な避難経路の確保、安否確認伝達訓練を行います。

　万が一に備え、迅速かつ適切に活動できるよう、家族みんなでそろって訓練に参加しましょう。

組合ごと事前に決めた安全な集合場所に避難し、各戸の安否確認を実施しましょう

安否確認・情報伝達訓練のポイント
【目　的】　大規模地震に対応するため、住民、自主防災組織、村災害対策本部が連携を図り、迅速な安否確

認・被害状況の把握、情報提供、情報伝達を行うため、総合的な防災訓練を実施します。

【日　時】平成23年9月4日（日）　午前7時　発災

【目　標】　①発災後60分での安否情報確認　　　②地区避難所の開設の実施

　　　　　③災害時要援護者の安否確認及び福祉避難所への搬送

【訓練当日の流れ】

7：00　J-ALERT（全国瞬時警報システム）・同報無線で地震発生と避難について広報

（J-ALERT）緊急地震速報、大地震です。大地震です。大地震です。

（同報無線）訓練訓練、ただ今喬木村で震度７の地震が発生しました。家族の安否を確認していただ

き、直ちに集合場所に避難してください。

・家族の安否を確認　・火の元を確認　・家族全員で避難各 家 庭

・組合（隣組）の安否確認　・火災発生の有無の確認

・被災者の救助、災害時要援護者の避難援助
組 合（隣組）

・組合代表者から組合の安否情報をとりまとめる

・安否情報、被害状況を「村災害対策本部」に伝達
区・自治会

自治会独自の訓練（例）

　・地区避難所開設訓練　　　・救護訓練　　　　　　　・災害時初動訓練

　・消火器取り扱い訓練　　　・消火栓放水訓練　　　　・危険箇所の確認　など

�

�

�

�

組合（隣組）で指定した集合場所に避難

安否確認後、安全な避難経路にて地区避難所に避難

安
否
確
認
・
情
報
伝
達
訓
練
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　平成23年７月20日から平成26年７月19日までの３年間、喬木

村の農業振興に取り組む14名が決定しました。

　委員会のテーマは「The  Struggle !」に決まりました。「強
く努力すること」という趣旨です。

　命を育てる産業である「農業」ですが、国内外を問わず課題が

山積しています。

　難題を前にいかにしてそれを乗り越えるか、小さな村の農業委

員会であっても、そのために何かことを起こそう、という気持ち

をテーマに込めました。

　喬木村の農業振興について、率直なご意見をお待ちしていま

す。よろしくお願いします。

農業者の皆さまへ通報区氏　名職　名

ここの土地だから作れるという自負を持ち、楽しみながら農業の再生を考えて行きたいと思います加々須上宮　下　喜　誉会　　長

喬木の農業をいっしょに守って行きましょう寺の前4原　　　一　夫会長代理

村民一団となって、食料自給率５０％を達成したいと思います富田9-2木　下　令　三

委　　員

子ども・孫へ農業を継承できるよう頑張りましょう帰牛原1林　　　康　彦

皆さんと一緒になって農地利用を考えていきたいと思います両平下2宮　下　正　吾

遊休農地（緑農地）の解消に努めます大島上平2筒　井　武　人

中山間地における農業を考えていきます大和知3-1横　前　寿　久

共に体に気を付けて農業のことを考えていきましょう伊久間3栗　澤　武　志

もう一度、農業の価値を再考したいと思います中町2宮　沢　善　司

農業の現状について、皆さんの声をお聞きしながら考えて行きたいです田本平3知　久　美　子

農業者の世話役として活動します溝口1矢　澤　治　俊

農業情勢は厳しいですが、健康に注意して共に頑張りましょう伊久間24牧　内　洋　一

安全・安心な農畜産物の生産を目指していきます本谷2多　田　増　江

継続は力なり宮耕地１池　田　明　人

サ
ル
出
没
に

ご
注
意
下
さ
い

　

村
内
で
サ
ル
の
目
撃
情
報
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
下
を

守
り
、
集
落
全
体
で
声
を
か
け
合

い
ま
し
ょ
う
。

①
絶
対
に
エ
サ
を
与
え
な
い

　

一
度
で
も
エ
サ
を
与
え
る
と
住

み
着
き
ま
す
。
次
か
ら
人
を
威
嚇

し
エ
サ
を
求
め
、
こ
れ
に
抵
抗
す

る
と
危
害
を
加
え
て
き
ま
す
。

②
エ
サ
場
を
作
ら
な
い

　

収
穫
さ
れ
な
い
果
樹
、
野
菜
、

生
ゴ
ミ
の
放
棄
な
ど
は
、
野
生
獣

の
エ
サ
場
で
す
。
農
地
に
破
棄
す

③
見
か
け
た
ら
追
い
払
う

　

何
も
し
な
い
と
人
を
怖
れ
ま
せ

ん
。
声
を
出
す
、
石
を
投
げ
る
な

ど
、
と
に
か
く
「
人
間
＝
怖
い
」

と
い
う
意
識
を
常
に
与
え
る
こ
と
。

　

サ
ル
に
限
ら
ず
、
こ
う
し
た
行

為
が
野
生
鳥
獣
へ
の
『
餌
付
け
行

為
』
で
あ
る
事
を
、
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

サ
ル
を
目
撃
さ
れ
た
ら
、
ふ
る

さ
と
振
興
課（
�　

－

5
1
2
6
）

３３

ま
で
情
報
提

供
を
お
願
い

し
ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

喬
木
村
農
政
予
算

拡
充
し
て
い
ま
す

　

今
年
度
は
、
喬
木
村
農
業
政
策

の
見
直
し
に
よ
り
補
助
施
策
を

①
遊
休
農
地
対
策
事
業　

②
担
い

手
支
援
事
業　

③
農
業
振
興
事
業

の
三
本
柱
（
G
P
S
予
算
）
に
拡

充
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
情
報
誌
た
か
ぎ
五
月

号
を
ご
覧
頂
く
か
、
ふ
る
さ
と
振

興
課
（
�　

－

5
1
2
6
）
ま
で

３３

お
問
い
合
わ
せ
頂
き
、
農
業
振
興

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

農
機
具
を

探
し
て
い
ま
す

　

農
機
具
を
購
入
す
る
際
の
コ
ス

ト
削
減
に
よ
り
、
身
近
に
農
業
を

始
め
て
頂
く
事
を
目
的
と
し
て
、

使
用
で
き
る
農
機
具
で
使
わ
れ
て

い
な
い
も
の
、
ま
た
は
貸
出
が
可

能
な
農
機
具
の
有
効
利
用
を
図
る

た
め
の
リ
ス
ト
化
を
始
め
ま
し
た
。

　

農
機
具
の
有
効
利
用
の
た
め
、

貸
出
の
で
き
る
方
、
借
り
た
い
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ふ
る
さ
と

振
興
課
（
�　

－

5
1
2
6
）
ま

３３

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

る
場
合
は
十
分
に
穴
を
掘
り
埋
る

こ
と
。
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経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ

れ
ば
保
険
料
の
全
額
、
ま
た
は
一

部
が
免
除
と
な
る
「
保
険
料
免
除

制
度
」
や
「
一
部
納
付
（
免
除
）

制
度
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
免
除

の
期
間
は
、
申
請
し
た
年
度
の
七

月
か
ら
翌
年
の
六
月
分
ま
で
で
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
、
万

一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基

礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
一
〇
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
二

年
を
過
ぎ
る
と
加
算
額
が
つ
き
ま

す
。

　

申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険

料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
二
一
年
四
月
分
か
ら
の
保

険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
た
期
間

に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
場
合
の
年
金
額
の
二
分
の

一
（
平
成
二
一
年
三
月
分
ま
で
は

三
分
の
一
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の

支
払
い
が
困
難
な
と
き
は

保
険
料
免
除
制
度
に
つ
い
て

全

額

免

除

　

申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険

料
の
一
部
を
納
付
、
残
り
の
保
険

料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

一
部
免
除
に
は
三
種
類
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
額
と
年
金

額
の
計
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
一
部
免
除
さ
れ
た
期
間

に
つ
い
て
は
、
免
除
さ
れ
た
額
の

保
険
料
を
納
め
な
い
場
合
は
未
納

期
間
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
部
納
付
（
免
除
）

　

保
険
料
の
四
分
の
三
の
額
が
免

除
さ
れ
、
残
り
の
四
分
の
一
の
額

を
納
め
る
も
の
で
す
。
将
来
年
金

を
受
け
る
と
き
に
は
、
四
分
の
三

免
除
の
期
間
は
全
額
を
納
め
た
と

き
の
八
分
の
五
（
平
成
二
一
年
三

月
分
ま
で
は
二
分
の
一
）
で
計
算

さ
れ
ま
す
。

３／４　

免

除

　

保
険
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ
、

残
り
の
半
額
を
納
め
る
も
の
で
す
。

将
来
年
金
を
受
け
る
と
き
に
は
、

半
額
免
除
の
期
間
は
全
額
を
納
め

た
と
き
の
八
分
の
六
（
平
成
二
一

年
三
月
分
ま
で
は
三
分
の
二
）
で

計
算
さ
れ
ま
す
。

１／２　

免

除

　

保
険
料
の
四
分
の
一
の
額
が
免

除
さ
れ
、
残
り
の
四
分
の
三
の
額

を
納
め
る
も
の
で
す
。
将
来
年
金

を
受
け
る
と
き
に
は
、
四
分
の
一

免
除
の
期
間
は
全
額
を
納
め
た
と

き
の
八
分
の
七
（
平
成
二
一
年
三

月
分
ま
で
は
六
分
の
五
）
で
計
算

さ
れ
ま
す
。

１／４　

免

除

な
ど
の
前
年
所
得
が
所
得
基
準
の

範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
基
準
を
超
え
て
い

て
も
災
害
、
失
業
、
事
業
の
廃
止

な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

免
除
の
対
象
と
な
る

所
得
基
準

他
に
も
添
付
し
て
い
た
だ
く
書
類

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

市
区
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

お
支
払
い
が
困
難
な
と
き
で
も

未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
上
記
の
免

除
制
度
を
は
じ
め
、
納
付
猶
予
や

納
付
特
例
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
市
区
町
村
の
窓
口
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

未
納
に
せ
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
に
は
、

本
人
の
ほ
か
、
配
偶
者
や
世
帯
主

　

免
除
申
請
に
は
、
年
金
手
帳
、

印
鑑
な
ど
が
必
要
で
す
が
、
そ
の

●免除の対象となる所得（収入）のめやす

免除対象となる所得のめやす
（　）内は収入扶養人数

1/4免除1/2免除3/4免除全額免除

335万円
（486万円）

282万円
（420万円）

230万円
（354万円）

162万円
（257万円）

3人扶養
（夫婦、子ども2人）

247万円
（376万円）

195万円
（304万円）

142万円
（229万円）

92万円
（157万円）

1人扶養
（夫婦のみ）

189万円
（296万円）

141万円
（227万円）

93万円
（158万円）

57万円
（122万円）

扶養なし

※申請の時期（申請が1 ～6 月までの間の場合）によって、前々年の所得で

審査を行う場合があります。

※一部保険料を納付しなかった場合は、その期間の一部免除が無効（未納と

同じ）となるため、将来の老齢基礎年金の額に反映されず、また、障害や

死亡といった不慮の事態が生じた場合に、年金を受け取ることができなく

なる場合があります。
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●９ ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
はつらつ元気に、健康維持

自分の身体は自分で守ろう！

次の各会場で行います。どなたでも気軽に
ご参加いただけますので、是非お越し下さい。

水中体操教室　※持ち物　水着、キャップ、入場料４００円
初めて参加される方は、事前に包括支援係までご連絡下さい。

ほっ湯アップル午前１０時～

９月２日（金）ゆっくりコース

９月９日（金）歩 行 コ ー ス

９月１６日（金）はつらつコース

 問い合せ先  　住民課・包括支援係　�33-1120

午後１時半～午前10時～日　時

上平集落センター伊久間農産物加工センター９月５日（月）

氏乗集落センター馬場伝承館９月７日（水）

加々須区民会館宮本公民館９月１２日（月）

寺の前集落センター阿島傘伝承館９月１４日（水）

大島公民館田上川消防センター９月２６日（月）

富田陶芸館第一公民館９月２８日（水）

9
月
の
結
婚
相
談
日

○
日　

時

　

九
月
一
〇
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
〇
分
〜
午
後
八
時
三
〇
分

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
下

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、
九
月
一
〇
日（
土
）午
前
一
〇

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
飯
田
市

り
ん
ご
庁
舎
、
飯
田
市
松
尾
公
民

館
、
松
川
町
中
央
公
民
館
に
お
い

て
「
子
ど
も
の
心
配
ご
と
相
談
所
」

を
開
設
い
た
し
ま
す
。

「
学
校
や
家
庭
で
困
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

「
い
じ
め
や
友
達
づ
き
あ
い
で
悩

子
ど
も
の
心
配
ご
と

相
談
所

ん
で
い
る
こ
と
は
な
い
で
す
か
？
」

　

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

い
た
し
ま
す
。

○
問
い
合
せ
先

　

飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　

ま
た
は
長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局

　

�
0
2
6
5－

　

－

０
０
１
４

２２

○
問
い
合
せ
先

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
係

　

担
当：

小　

原

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

８月の村税等
口座振替日納期限

8月25日
（木）

◎口座振替の方は
預金の残高確認
をお願いします。

8月31日
（水）

村 県 民 税
（第２期）

国 保 税
（第５期）

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料

上 下 水 道 料

平
成　

年
度

２３

信
州
型
事
業
仕
分
け

　

現
場
に
通
じ
た
第
三
者
の
視
点

を
取
り
入
れ
て
、
事
業
の
必
要
性

や
実
施
主
体
の
点
検
な
ど
を
行
う

信
州
型
事
業
仕
分
け
を
下
記
日
程

に
て
実
施
し
ま
す
。

○
実
施
日
程

　

平
成
二
三
年
九
月
三
日（
土
）

　

伊
那
会
場（
伊
那
合
同
庁
舎
等
）

○
対
象
事
業
数

　

六
〇
〜
八
〇
事
業
程
度

○
実
施
体
制

　

一
日
あ
た
り
三
班
体
制

○
仕
分
け
班

①
仕
分
け
人

　

一
班
あ
た
り
五
名
程
度

②
県
民
判
定
人

　

一
班
あ
た
り
二
五
名
程
度

※
市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら

満
一
八
歳
以
上
の
県
民
四
、〇

〇
〇
人
を
無
作
為
抽
出
。
通
知

し
た
者
の
う
ち
、
希
望
者
の
中

か
ら
決
定
。

○
問
い
合
せ
先

　

行
政
改
革
課

　

�
0
2
6－

2
3
5－

7
0
2
8

自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

自
衛
隊
で
は
、
陸
上
・
海
上
・

航
空
自
衛
隊
に
勤
務
す
る
自
衛
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
種
目

�
二
等
陸
・
海
・
空
士（
男
子
）

　

陸
上
自
衛
隊
は
二
年
（
一
部
の

技
術
系
は
三
年
）、海
上
及
び
航
空

自
衛
隊
は
三
年
を
一
任
期
と
し
て

勤
務
す
る
自
衛
官
の
コ
ー
ス
。
任

期
満
了
後
、
陸
上
自
衛
隊
は
二
年

ご
と
、
海
上
及
び
航
空
自
衛
隊
は

三
年
ご
と
に
継
続
任
用
の
道
が
あ

り
、
さ
ら
に
本
人
の
努
力
次
第
で

選
抜
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
曹
や

幹
部
へ
進
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

○
受
験
資
格

　

一
八
歳
以
上
二
七
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
せ
先

▽
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

〒
三
八
〇－

〇
八
四
六

　

長
野
市
旭
町
一
一
〇
八
番
地

　

長
野
第
二
合
同
庁
舎
内

　

�
0
2
6－

2
3
3－

2
1
0
8

▽
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

飯
田
出
張
所

　

〒
三
九
五－

〇
〇
五
三

　

飯
田
市
大
久
保
町
二
六
三
七－

三

　

飯
田
地
方
合
同
庁
舎

　

�
0
2
6
5－

　

－

2
6
1
3

２２

その他健康体操教室

福祉センター午後７時半～９月１０日（土）
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平成23年度　飯伊消防ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会が行われました

消防ポンプ操法大会結果　（23チーム中）

第1分団　南班第８位

第1分団　北班第15位

消防ラッパ吹奏大会　（10チーム中）

ラッパ班第７位

　７月１０日（日）飯田市桐林グラウンドを会場に、飯伊消防

ポンプ操法大会が行われました。また同日飯田女子短期大学

グラウンドを会場に飯伊消防ラッパ吹奏大会が開催されまし

た。約３ヶ月にわたる訓練の成果を余すことなく発揮するこ

とができました。 

　結果は左記のとおりでしたが、喬木村の消防技術の高さと

規律正しい動きを見せることができたと思います。 

　今後もこの地域の安全安心のために消防技術の向上に励ん

でいただくことを期待します。

　大規模災害が発生してけがをしてしまった場合、ま

た自分は無事でも家族やまわりの人がけがをしている

場合、応急手当をすることが大切です。

　災害時は普段のように救急車がかけつけられないこ

とも考えられます。こうした場合に備えて、少しでも

役立つ応急手当の知識を身につけましょう。

応急手当を身につけましょう！
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八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下
旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ののののののののののののののののののののの
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

�
椋
文
学
夏
期
講
座

８
月　

日（
日
） 　

時　

分
〜

２１

１４

００

�
絵
本
の
会 

８
月　

日（
金
）

１９

 

９
月　

日（
金
）

１６

�
お
は
な
し
の
へ
や

 
 
８
月　

日（
水
）・
９
月　

日（
水
）

２４

１４

�
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

 

８
月　

日（
金
）７
ヶ
月
児

１９

 

８
月　

日（
水
）１
歳
児　

２４

�
お
楽
し
み
会 

９
月　

日（
土
）

１０

�
集
中
蔵
書
点
検

 

９
月　

日（
火
）〜　

月
５
日（
水
）

２７

１０

�
椋
鳩
十
賞
読
書
感
想
文

　

コ
ン
ク
ー
ル
締
め
切
り

 

９
月　

日（
金
）

３０

　

阿
島
の
市
瀬
卓
さ
ん
が
、
六
月

に
『
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア　

ア
メ
リ
カ
ー
ナ
』
全
三
〇
巻
を
寄

贈
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
市
瀬
さ

ん
は
こ
の
百
科
事
典
で
勉
強
し
、

現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
で
活
躍
中
で
す
。

“椋先生を知ろう！・学ぼう！・広めよう！”

　

喬
木
第
一
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
養

部
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
七
月
八

日
、
椋
鳩
十
記
念
館
、
視
聴
覚
室
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
内
容
は
、『
り
ん
ご
と
か
ら

す
』
の
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、『
月
の
輪

　椋先生の存在は、昭和39年に役場の二階で行われた「母と子の20分間読書」に関わる講演で、村民の間に知れ

渡りました。そして、椋先生の著作などを通じて、さらに広まり、諸先輩方の並々ならぬ尽力で、平成4年に、「椋

鳩十記念館」・「記念図書館」・「ふれ愛散策路」が完成できたわけです。

　そして、椋先生没後四半世紀になろうとしている今日、様々なところで、様々な立場で、椋先生への想いが取り

上げられています。

　まさにこれらのことは、椋先生を顕彰し、素晴らしさを次々と伝えていくことになるのです。

そ
の
一

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
ででででででででででででででででででででで
椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
ににににににににににににににににににににに
親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親
ししししししししししししししししししししし
むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

グ
マ
』
の
視
聴
、
椋
鳩
十
記
念
館

ク
イ
ズ
な
ど
で
す
。
大
勢
の
親
子

が
、
椋
先
生
や
作
品
に
つ
い
て
知

り
、
学
び
、
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

大
鹿
小
学
校
六
年
生
全
員
に
よ

る
「
椋
鳩
十
の
動
物
た
ち
」
の
版

そ
の
二

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋椋
鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物
語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語
版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展
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画
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す
。
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、
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ミ
、
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ブ
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牛
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ど
が
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て
い
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ど
れ
も
動
き

だ
し
そ
う
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迫
力
を
感
じ

ま
す
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英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英
語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語
ののののののののののののののののののののの
百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百
科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
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世界はひとつ
～心をつないで～

　７月１日（金）行われた音楽会の様子をお伝えし

ます。くりんネットで放送されていたのでお聞きに

なった方も多いと思います。今年のテーマは震災を

通して感じた人の優しさ、思いやり、相手を思う気

持ちに国境はないを表現した「世界はひとつ　～心

をつないで～」でした。

ぼくのうたきいてよ　きみにおくる　おくりもの
全校合唱「おくりもの」

５年生合唱
「広い世界へ」
４年生合唱
「わたしと小鳥とすずと」

６年生合奏　「威風堂々」第一番 ３年生合唱　「ほほう」

２年生合奏
「スペインのカスタネット」

１年生斉唱
　「モグモグ　モグラ」
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今月のテーマ

 特定健診が行なわれます
9月に行なわれる

集団健診（ヘルス・スクリーニング）のお知らせ

＊会場は全て福祉センターにて行います

４月検診希望調査で「村で受ける」とご回答いただいた方には、問診票や上記日程の中で、時間割

り振り等のご案内を送ります。ご都合の悪い方は日程を変更することもできます。

申し込みをされていない方は、これからでも間に合いますので、

健康保険係までご連絡ください。�33-5125

対象となる方受　付　時　間日　　　付

４０～７４歳の
国民健康保険加入者

１３：００～１５：３０８：３０～１１：００９月７日（水）

１３：００～１５：３０８：３０～１１：００９月８日（木）

１３：００～１５：３０８：３０～１１：００９月９日（金）

３９歳以下、
７５歳以上後期高齢

１３：００～１５：３０８：３０～１１：００９月２１日（水）

１３：００～１５：３０８：３０～１１：００９月２２日（木）

村の集団健診(ヘルス・スクリーニング)の予定表
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第４回喬木村社会福祉大会開催のお知らせ

～つながる　つなげよう　絆～
日　時：８月２８日（日）１２・３０～

場　所：喬木村福祉センター　多目的ホール

内　容：オープニングセレモニー

　　　　喬木第一小学校合唱班による合唱

１２：４５　式典

　　　　　福祉功労者表彰

　　　　　来賓祝辞

　　　　　福祉活動発表（喬木中学校）

　　　　　体験発表（介護者）

１４：００　講演会　常田富士男氏

　　　　　　　　詩と童話と昔ばなしで綴る

　　　　常田富士男の「あったか話」

　　　　語りは祈りの心　　　　　（公民館と共催）

１５：３０　東北を元気に！特産市

　　　　　～東北の物を買って応援しよう～

　　　　離れていてもできることをして被災地を応

援しよう�

１６：３０　終了

ミニデイサービス大島あさひ会と北保育園の園児が交流しました
　７月２７日に大島の皆さんと北保育園の子供たちが交流をしました。当日は雨でしたが傘をさして“ブルーベリー

狩り”を子供たちは堪能。大きくて美味しいブルーベリーを夢中で食べました。その後公民館では交流が行われ、

子供たちの歌の披露に大島の皆さんも目を細めていました。歌の後は手遊びをしてふれあい、あっと言う間に時間

が過ぎてしまいました。参加された方は「鶴のように首を長くしてこの日を待っとった」「見ているだけでも元気

がでる」ととても喜ばれていました。秋には保育園の「焼き芋大会」に参加します。今から楽しみですね。

共同募金配分金　大和知区

テントのお披露目をしました
　昨年度申請をしていただいた共同募金の「安心安

全なまちづくり活動支援」の助成で、テントを購入

し、７月２４日にテントの披露を行いました。朝１０時

に区会議員１０名で組み立てをはじめ、あっと言う間

に真っ白なテントが出来上がりました。大和知では

初めてのテントということで、災害時やイベント等

で利用するそうです。 お誘い合って

お出かけください
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くりんネット便り
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くりんネットたかぎ ９月の自主番組

企画財政課・広報係

●12日（月）・13日（火）

「公民館便り」
８月５，６日の両日、村が実施した「広

島平和のバス運行事業」に参加した皆

さんの感想文を、ご本人の朗読でお送

りします。

広島平和記念式典への参加、原爆ドー

ムや平和記念資料館の見学、被爆体験

者との懇談等を通して感じたことなど

をお話しいただきます。

子どもからご年配の方まで、幅広い年

齢層の皆さんが参加しましたが、日本

に初めて原子爆弾が投下された地・広

島を訪れ、どのようなことを感じられ

たでしょうか。どうぞお聞きください。

～番組企画委員の皆さんを

ご紹介します～
　

　湯澤　俊夫さん　（北・委員長）

　後藤美智世さん　（町・副委員長）

　生嶋　恵子さん　（氏乗）

上記の皆さんに、番組企画や取材等で

ご協力をいただいています。（マイクで

散歩のレポートでおなじみ！）

放送へのご意見、ご要望、情報等があり

ましたら、お近くの委員の方にお伝え

いただいても結構です。　

「週刊たかぎニュース」

放映時間

土・日曜日

午前9：00～・正午（12：00～）・夜7：00

月～金曜日

午前10：00～・夜8：00～

～9月の番組から～

日土金木水火月

昼・２１時朝・２１時昼・２１時朝・２１時昼・２１時朝・２１時

4321

○広域消防

緊急消防援助隊について

伊賀良消防署　下平公平さん

○マイク文芸（俳句）

俳句寸評

吉川照子さん

111098765

○広域消防

９月９日は救急の日

飯田消防署　小池一憲さん

○明日への農業

ＪＡ営農課から

果樹の収穫期管理について

○交通安全の日

喬木村交通安全協会から

女性部副部長　山内正恵さん

18171615141312

○村の窓口

敬老の日にあたって

役場住民課

○１１９番火の用心

今日は防火の日
喬木村消防団第二副分団長
羽生智章さん

○公民館便り

広島平和のバス参加者

感想文朗読

25242322212019

○記念館図書館便り

椋鳩十記念館図書館の話題

○マイク文芸（短歌）

短歌の鑑賞

福澤亀人さん

○マイクで散歩

くりんネット番組企画委員会

から

3029282726

○マイク文芸（俳句）

俳句寸評

吉川照子さん

○青い風にのせて

喬木中学校の話題から

放送委員会制作

○暮らしの便り

ＪＡ組合員課から

○くりんネット・いちごｃｈへのご加入については・・・

　役場企画財政課広報係・くりんネットたかぎ　までお願いします

お気軽にお電話下さい

くりんネットたかぎ　　電話 33－3666　FAX 33－3669

お　し　ら　せ
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